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難条件①周辺道路が狭い・車両通行規制有り・交通量多い
難条件②敷地面積が小さく、作業エリアの確保が困難
難条件③敷地西南側敷地境界に住宅・アパートが近接



敷地中央部:鉄粉攪拌
敷地周囲 :バイオジェット＋鉄粉攪拌

を適用



難条件①周辺道路が狭い・車両通行規制有り・交通量多い
難条件②敷地面積が小さく、作業エリアの確保が困難

→作業帯の拡幅制限・車両駐停車不可

ﾌﾟﾗﾝﾄの小型化と配置計画



難条件③敷地西南側敷地境界に住宅・アパートが近接

→飛散・接触災害の防止
→地盤変位の抑制

内向き噴射
防音パネルの設置 養生シートの設置



作業床の整備 大型発電機搬入 プラント機材搬入



施工状況 ｸﾛｰｽﾞﾄﾞｼｽﾃﾑによる排泥回収状況
ﾏｼﾝと操作ﾕﾆｯﾄは分離可能

→ﾏｼﾝのみしか入れない超狭隘部でも作業可能

施工排泥は配管を通ってﾀﾝｸﾍ移送

→汚染の大気拡散・作業員への暴露を防止



敷地境界⇔ﾌﾟﾗﾝﾄ狭間

作業幅1.0mの狭隘部でも施工可能!





敷地外周部浅層＋敷地中央部は浄化用鉄粉混合による浄化を実施

施工全景 浄化用鉄粉添加 鉄粉攪拌混合状況





鉄粉攪拌工による汚染（土壌溶出量）の分解経過

各物質とも、施工後14日後で基準値以下まで低減
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浄化期間1～２年想定 定期モニタリング実施中

施工後全景 モニタリング状況




